
●噴霧が終わり、換気した後、忘れずに
　ポリ袋を取除いてください。
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【日常点検のお願い】
警報器が故障したり有効期限が過ぎたとき
はランプが点滅してお知らせします。燃焼
器をお使いになる前にランプを点検してく
ださい。ランプが点滅をしていましたら
(4，5ページ参照）、最寄りのガス事業者
にご連絡ください。

一般財団法人 日本ガス機器検査協会検査合格品
都市ガス警報器形式名

取扱説明書
保証書付

（家庭用）

YF-550

空気より軽い 12A・13Aガス用
お客さま用

必ず行う

●都市ガス警報器をお取付けいただ
　きありがとうございました。
●この取扱説明書は都市ガス警報器
　の取扱方法を説明します。
●お使いになる前に、この取扱説明
　書を必ず読んで、内容をご理解し
　た上で取扱ってください。
●本取扱説明書は、末頁に保証書が
　ついています。取扱説明書はお手
　元に保管し、いつでもご覧いただ
　けるようにしておいてください。
●本書を紛失されたり、内容に不明
　な点があった場合は、ガス事業者
　または最寄りの矢崎エナジーシス
　テム株式会社にお問い合わせくだ
　さい。

●本警報器は、都市ガスを感知して警報を発するもので
　す。ガスもれの発生を未然に防止する装置ではなく、
　また、ガスもれによる損害を防止することを保障する
　ものではありません。ガスもれなどによる損害につい
　ては、責任を負いかねますのでご了承ください。
●本警報器は、都市ガスを感知して、ガスもれを検知す
　るものです。ガス検知部に都市ガスが到達しない場合
　は、ガス警報機能が働きません。
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ご使用になる前に

　危険

　警告

　注意

警報器を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々へ
の危害や財産への損害を未然に防止するために、この取扱説
明書にはいろいろな絵表示をしており、その表示と意味は次
の通りです。本文をお読みになる前にご確認ください。

この表示を無視して誤った取扱いをする
と、使用者が死亡または重傷を負う危険
が切迫して生じる場合が想定されること
を表しています。

この表示を無視して誤った取扱いをする
と、使用者が死亡または重傷を負う可能
性が想定される場合を表しています。

この表示を無視して誤った取扱いをする
と、使用者が傷害を負う可能性が想定さ
れる場合及び物的損害のみの発生が想定
される場合を表しています。

一般的な禁止

火気厳禁

触れるな

分解禁止

必ず行う
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1. 各部の名称とはたらき

①ランプ及び点検/警報停止スイッチ：
　・電源を入れてから約40秒間ランプが点滅します。（警報
    器の安定時間）
　・通常はランプが赤色点灯しています。
　・ガスを検知すると赤色点滅します。
　・監視時に5秒間押し続けますと、警報ブザーとランプ（点滅）
　 の作動確認、併せて外部出力信号を出力します。
　・ガス警報時に押すと、警報ブザーが約5分間停止します。
②警報ブザー：
　・ガスを検知すると鳴動します。

）む含を音低いすやり取き聞もに者齢高（   
③ガス検知部(点検口)：
　・ガスを検知します。
　・点検ガスをかけてチェックします。
④有効期限シール：
　・警報器の有効期限が表示されています。
⑤電源プラグ:
　・最大1490Wまでの他の電気器具と共用できる予備コン
    セント付きです。
⑥形式認証証票：
　・日本ガス機器検査協会の検査に合格したことを示します。
⑦端子カバー：
　・外部出力信号用端子が収納されています。
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2. 警報器の機能について

ポッピッ ポッピッ ポッピッ ピッ

鳴りやみ
タイミング
お知らせ
警報

ガス警報
ガス警報

高

中

低

ガスなし監視
ランプ点灯
ランプ消灯
警報ブザー

ランプ点灯
ランプ消灯
警報ブザー

ランプ点灯
ランプ消灯
警報ブザー

ランプ点灯
ランプ消灯
警報ブザー

0.3 秒

ポッピッ ピッ

1.7 秒

ポッピッ ポッピッ

1.1 秒

＜ランプ及び警報ブザー動作＞

作動点検後にガス検知部周囲のガス濃度が低くなってくる
と下図のようにランプの点滅及び警報ブザーの鳴動間隔を
変化させ、警報が鳴りやむタイミングをお知らせします。
※ガス検知部周囲のガス濃度が急激に降下した場合は、鳴
　りやみタイミングお知らせ機能が動作しない場合があり
　ます。

鳴りやみタイミングお知らせ機能

ガス警報機能
「都市ガスがもれたときは」
警報器周囲の都市ガス濃度が
規定値以上になると、ランプ
が点滅し外部出力信号がDC
6VからDC12Vになります。
さらにガスもれが約 25秒間
続くと警報ブザーが鳴り始め
ます。

通常時

ランプ点灯

ランプ点滅 ピッポッ
　ピッポッ

警報時

都市ガス濃度が
規定値以上に
なると
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有効期限お知らせ機能

ランプが
ゆっくり
点滅

〈有効期限お知らせ機能を解除することもできます〉
①点検/警報停止スイッチを押しながら電源プラグをコンセ
　ントに差し込んでください。受付音が「ピッ」と鳴ります。
②3秒以内にもう一度、点検/警報停止スイッチを押してくだ
　さい。受付音が「ピッ」と鳴ります。
③電源プラグを差し込んでから3秒後にランプが明るく2回
　点灯し、有効期限お知らせ機能が解除されます。
※出荷時は有効期限お知ら
　せ機能の設定は「あり」と
　なっています。
※有効期限お知らせ機能の
　切替は何度でも可能です。
　お客さま自身で有効期限
　お知らせ機能を解除され
　た場合は、お求めのガス事
　業者に有効期限お知らせ
　機能を解除した旨をお伝
　えください。
※長時間コンセントが抜か
　れていた場合、有効期限
　お知らせ時期が延びるこ
　とがあります。

点灯
2秒 1秒 1秒2秒

消灯

〈ランプ動作〉

「警報器の有効期限が過ぎたときは」
警報器の有効期限が過ぎると
ランプが右図のようにゆっくり
点滅します。
警報器が正常に作動しない恐
れがありますので、お求めのガ
ス事業者に連絡し、警報器を
交換してください。
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〈有効期限お知らせ機能が解除された場合〉

〈有効期限お知らせ機能ありの場合〉

3秒後に
明るく 2回点灯

0.5 秒0.5 秒0.5 秒

3秒後に
明るく 1回点灯

0.5 秒

点検 /警報停止
スイッチを押し
ながら電源プラ
グをコンセント
に差し込む

ピッ

3秒以内に再度
点検 /警報停止
スイッチを押す

点検 /警報
停止スイッチ

ピッ

3. 使用方法

故障しているときは
故障が発生すると『ピッピッピッ』が１回鳴り、ランプが速い点
滅となります。その後は、『ピッピッピッ』と約１分毎に繰り返し
鳴ります。
スイッチを押すことにより故障音は約36時間停止します。
ランプの速い点滅は止まりません。
※ガス事業者までご連絡ください。
※外部機器と連動している場合、故障音停止中は外部機器の
　連動動作は停止します。

　

<注意 >
・電源を入れてから約 40秒間は、ガスがかかっても作動し
  ません。
・電源を入れてから約 40秒後に『ピッピッピッ』と鳴り、
  ランプが速い点滅をした場合は、警報器が故障しています
  のでお求めのガス事業者までご連絡ください。
・システム異常 (外部出力信号が約 0Vとなっている )の場
  合は、ガス事業者までご連絡ください。外部出力信号は、
  警報器に電源が入っていない場合、警報器が故障している
  場合、または信号線が断線している場合0Vになります。

(1) 警報器の電源プラグをコンセントに差し込んで下さい。
(2)３秒後にランプが１回もしくは２回明るく光り、有効期限
　 お知らせ機能の設定を表示します。
(3) 有効期限お知らせ機能の設定表示後 (電源を入れてから約
　 ５秒後 )、ランプが点滅し始めます。
　　(通電初期警報防止機能 )
(4) ランプが約 35秒間点滅した後 (電源を入れてから約 40
　  秒後 ) ランプが点滅から点灯に変わり監視状態となります。
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4.警報ブザーが “鳴った” ときの処置　

4.ガスもれの原因
　を調べる。

3. ガスがなくなれば、
　ガス警報音が鳴りやむ。
　【警報器のランプが
　 点滅から点灯になる】
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ガス警報音が鳴っている部屋にいるときは

室外からドアや窓を
開けられるときは、
ドアや窓を開けて
換気する。

1. 部屋に入らない。 2. ガスメーター近く
　のメーターガス栓
　を閉める。

3. ガスがなくなれば、
　ガス警報音が鳴り
　やむ。

4. 部屋に入り、警報器の
　ランプが点滅から点灯
　に変わっていることを
　確認する。

2. ガス栓や器具栓を
　閉める。

1. ドアや窓を開けて
　換気する。

部屋の外からガス警報音に気づいたときは

処置をしてもガス警報音が鳴りやまないときは

5. ガス栓や器具栓を
　閉める。 6. ガスもれの原因

　を調べる。

閉める

※警報器と各種外部機器を接続している場合
　警報器のランプが点滅し外部出力電圧 (12V) が出力され
　ると、外部機器が異常の表示を行います。
　外部機器には、異常の表示から警報音が鳴るまでに数十
　秒間の遅延が設けられている場合があります。
※警報器と戸外ブザーを接続している場合
　警報器のランプが点滅し外部出力電圧 (12V) が出力され
　ると、30～60秒間後に戸外ブザーが鳴ります。
　ガスがなくなると同時に警報器及び戸外ブザーが鳴りや
　みます。

《お願い》たびたびガス警報音が鳴るときは、
　　　　  ガス機器の点検を受けてください。(有償 )

HELP!!ガス事業者へ連絡する。

●ガス警報音が鳴っている時は火気は
　絶対に使用しないでください。

●ガス警報音が鳴っている時に換気をする場合は、電灯のス
　イッチをON/OFFしたり、換気扇・扇風機などの使用は危険
　ですから絶対にしないでください。

●ガス警報音が鳴り終わらないうちに電
　源プラグを引き抜かないでください。

火や火花により、もれたガスに引火して爆発
する危険があります。

抜かない

コンセント

ガス警報音が鳴ったり、ランプが点滅した原因について
以下の原因が考えられますので、調べてください。
●長い間閉め切られたお部屋や、高気密住宅などの換気回
　数が少ないお部屋に設置されている場合、ガスセンサの
　感度に影響を及ぼす室内の滞留成分 (シリコーンや溶剤
　に含まれる揮発性成分、フロンガス〔エアコンの冷媒ガ
　スなど〕)の作用によりガス警報しやすくなることがあ
　ります。また、まれにガス警報し続けることがあります。
●建材などから発生する揮発性成分の作用によりガス警報
　しやすくなることがあります。また、まれにガス警報し
　続けることがあります。

- 7 -

火気厳禁

禁止禁止 禁止

禁止

　危険
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5. 噴霧式殺虫剤を使用される時のお願い

(1) コードを巻取部から引き出して伸ばし、安定した所に
　  置ける場合には、下記の手順で処置してください。

●警報器が噴霧式殺虫剤の噴射ガスに反応して警報する場
　合があります。次の処置を行っていただくと、警報器の
　作動を防ぐのに効果があります。

用意していただくもの

①警報器を取外し、コード止めから電源コードを外して伸
　ばしながら、安定するところに置いてください (電源プ
　ラグは抜かないでください )。
②警報器にポリ袋 1枚をかぶせて、ポリ袋内に噴射ガスが
　入るのを防ぐため、電源コード部分で密閉できるように
　ひもなどで縛ってください。ポリ袋の開口部分は、電源
　コードとの間に隙間ができないように接着テープなどを
　巻いてください。
③ポリ袋を傷めないように、安定するところに置いてくだ
　さい。

PP・ポリ袋

・ひも
・接着テープ

ポリプロピレン (　　または＞PP＜表示 ) が好ましいです
が、ポリエチレンでも一定の効果があります。

ひもで縛る
開口部分を
接着テープで巻く

開口部分
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(2) 上記 (1) の方法で処置できない場合は、次の手順で処置
　  してください。

用意していただくもの

PPポリプロピレン (　　または＞PP＜表示 ) が好ましいです
が、ポリエチレンでも一定の効果があります。

・ポリ袋

・輪ゴム 3本
・接着テープ 壁面の状況に応じた接着テープ

①ポリ袋を輪ゴムで警報器のコード巻取部で止めてくださ
　い。輪ゴムは 1本では弱いので 3本程度使用し、しっか
　りと止めてください。
②ポリ袋と壁の隙間から噴射ガスが入るのを防ぐため、ポ
   リ袋の端を接着テープで壁面に貼付けてください。ただ
   し、壁面などの状況により貼付けできない場合は輪ゴム
   で止めておくだけでも一定の効果はあります。
　・ポリ袋がしわになっている部分や電源コードが通ってい
     る部分に特に注意し、ポリ袋と壁面の間に隙間ができな
     いようにしてください。
　・接着テープは壁面の状況に応じて、接着しやすく、また
     剥がすときに壁面などを傷めないようにしてください。

接着テープで周囲を貼る輪ゴム３本で止める

電源コード部分に隙間ができないように

ポリ袋を前面から覆い被せる

取除く

　警告

禁止

●電源プラグは抜かないでください。
※電源を抜いて、警報器をポリ袋で覆わずに、噴霧式殺
　虫剤を使用する部屋に置くと、噴霧が終わってから電
　源を入れた時に、警報器内部のフィルタに吸着した噴
　射ガスが脱離することにより、警報することがありま
　す。

※警報器が外部機器 (インターホンなどの集中監視機器 )
　と接続されている場合は、警報器の電源プラグを抜い
　たりすると、外部機器で警報 (故障表示 )する場合が
　あります。

禁止

●警報器の壁面からの取外し、取付け、あるい
　は警報器へのポリ袋の取付け、取外しは高
いところでの作業になりますので、しっかりし
た踏み台などをお使いの上、転落、転倒、落
下に十分注意して行ってください。

●壁掛型警報器は、強く引っ張ると取付けて
いる取付板、木ネジが抜けたり、警報器が
外れたりして落下する恐れがあります。

禁止

　注意

禁止
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●常に通電されていること (ランプ点灯 )を確認してくだ
　さい。通電されていない場合は、ガスもれが発生しても
　ガス警報を発しません。

●噴霧式殺虫剤を使用するときは以下の内容を必ず守っ
　てください。誤作動の原因となります。(P9～12参照 )

●落下させたり、衝撃を与えないでください。
　故障の原因となります。

・警報器をポリ袋などで覆う。
・噴霧が終わったら、換気した後、必ずポリ袋を
  取除く。

●ぬれた手で警報器の取付け、取外し
　作業は行わないでください。
　感電する恐れがあります。

ぬれた手で
さわら
ない

7. 使用上のご注意
　警告

●警報器電源プラグを抜かないでくだ
　さい。
　ガスもれが発生しても警報しません。

禁止

●電源コードにはステップルや釘など
　を打たないでください。火災の原因
　になります。

禁止

●分解や改造はしないでください。
　故障の原因となります。

分解禁止

●電源プラグは、ほこりが付着してい
　ないか確認し、ガタつきのないよう
　に根元まで確実に差し込んでくださ
　い。ほこりが付着したり、接続が不
　完全な場合は、感電や火災の原因に
　なります。 シッカリと！

電源プラグ
は確実に
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●点検をするときは、必ず安定した台に乗って行ってく
ださい。転倒してけがをする恐れがあります。

●この点検を行った場合、外部出力信号を出力しますの
で、外部機器と連動している場合はご注意ください。

　注意

(1) 日常点検
     日常、ランプが点灯して
　  いることを確認してくだ
     さい。
(2) 作動点検
　  スイッチを 5秒間押し続けますと、約 5秒間警報ブザ
　  ーが「ピッポッ ピッポッ」と鳴動します。
　  同時にランプが点滅し、外部出力信号がDC6Vから
　  DC12Vになります。
     約 1分後に「ピー」と終了音が鳴り、監視状態に戻りま
     す。
※ 1 分以内に点検を終了したい場合は、スイッチを押すと
    「ピー」と鳴り、即時に終了します。

●警報器への影響を少なくするため、部屋の広さに応じた容
　量の噴霧式殺虫剤をご使用ください。また、警報器の真下
　での噴霧は避けてください。
●ポリ袋で覆っても次のような場合は警報器が作動するこ
　とがあります。
　事前に住宅管理者やご近所の方に殺虫剤の使用を連絡し
　ておいてください。
　・ ポリ袋と壁面の間に隙間がある場合。また、ポリ袋に破
　  れや穴がある場合。
　・ 部屋の広さに比べて極端に大きな容量の噴霧式殺虫剤
     を使用された場合。
　・ 警報器をポリ袋で覆う前に石油系溶剤、アルコール類な
     どを使用されていた場合。(ガス検知部に影響を与える
     成分が封じ込められるため)
   ・ 経年変化によりガス検知部が敏感になっている場合。

6. 定期点検

お願い

ランプ点滅
(スイッチ) ピッポッ

　ピッポッ

発売元（本社）
 〒108-0075 東京都港区港南一丁目8番15号Wビル7Ｆ
製造元（天竜工場）
 〒431-3393 静岡県浜松市天竜区二俣町南鹿島23番地 TEL053-925-4111
(お問合わせ先） ガス機器事業部
 〒431-3393 静岡県浜松市天竜区二俣町南鹿島23番地 TEL053-925-4511

 発売元
   及び
 製造元

（次ページもご覧ください）

保　証　書

YF-550形式

〒
5 年 間

年　　　　 月　　　　  日

家庭用
（空気より軽い12A・13Aガス用）

お取付年月日より

電話

（　　　）

（　　　）

製造番号

お取付年月日
保証期間

ご住所

お名前

お
客
さ
ま

販
売
店

電　話
住所・店名

製品名 都市ガス警報器
このたびは、都市ガス警報器　　　　　　をお取付け
いただき、まことにありがとうございます。
この保証書は、本製品の保証期間において取扱説明書
に基づいた正常な使用状態で異常、故障が発生した場
合、本書記載内容にて無償点検、あるいは無償取替え
を行うことをお約束するものです。

●スプレー式殺虫剤やヘアスプレー
　などを警報器にかけていませんか。
●タバコの煙が警報器にかかってい
　ませんか。
●芳香剤・香油 (アロマオイル )な
　どの濃いガスが警報器にかかって
　いませんか。
●線香の煙が警報器にかかっていま
　せんか。
●溶剤、シンナー、ベンジンなどを
　大量に使用していませんか。
●アルコール類やくん煙式、くん蒸
　式の殺虫剤が高濃度になっていま
　せんか。
●フローリングのワックス、溶剤を
　含む接着剤を使用していませんか。
●長時間、部屋を閉め切っていませ
　んか。
●焼き魚の煙などが警報器にかかっ
　ていませんか。
●みりんや酢などの調味料成分を含
　んだ蒸気が、警報器に大量にかか
　っていませんか。
●可燃性のガスなどを使用していま
　せんか。
●警報器の通常の電圧範囲はAC90
　～110Vです。それ以外で使用し
　ていませんか。
●換気が十分でない状態で、湯沸器
　を使用していませんか。
●ガスコンロの着火ミスがありませ
　んか。
●自動車の排気ガスが室内にこもっ
　ていませんか。
●炭火や練炭を使用していませんか。
●換気扇を回さずに大鍋 (業務用な
　ど )で湯を沸かしていませんか。
　点火初期時に一酸化炭素が発生し、
　警報を発することがあります。
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おねがい
●ガスもれ以外で
　も空気が汚れた
　場合などにも、
　ランプが点滅し
　たり、警報ブザ
　ーが鳴る場合が
　ありますが、す
　ぐに鳴り止みま
　すので警報器の
　電源プラグは抜
　かないでくださ
　い。

この取扱説明書は、再生紙を使用しています。

 ※機器に異常がある場合は、ご自分で修理なさらずにガス事業者、
　 または最寄りのお客さまご相談窓口にご相談ください。
　 なお、当社ホームページにおいてもご案内申し上げております。
　　 URL：https://www.yazaki-group.com
 ※電話番号は変更になることがありますのでご了承ください。

766831-6-134
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保証規定

1. 

2. 

3. 
4. 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧

表記の保証期間内に正常なご使用状態において、異
常が認められた場合には、お申し出により無償点検
あるいは、無償取替えをいたします。
次のような場合には、保証期間内でも有償点検ある
いは、有償取替えとなります。
本製品に異常が認められない場合。
取扱説明書に基づかないで使用し、故障または損傷
した場合。
火災・天災・異常電圧・異常温度などの不可抗力に
よる破壊または損傷。
取付位置が浴室・屋外・高温多湿など著しく不適当
な場所で使用した場合の故障または損傷。
お取付け後、分解や改造などをされた場合の故障ま
たは損傷。
お取付け後の取付場所の移動、落下などによる故障ま
たは損傷。 
水や煮こぼれなどの液体、または動植物による故障
または損傷。
本保証書のご提示がない場合。     
本書は日本国内のみにおいて有効です。
なお、この保証書によってお客さまの法律上の権利
を制限するものではありません。 

●本保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよ
　う大切に保管してください。
●本警報器の保証期間はお取付年月日より5年間です。
　警報器は保安機器であり、お取付け後5年を過ぎた
   ものは、是非新しいものとお取替えください。

お願い

お取替え予定日 年　　　　月　　　　日

●お手入れするときは、中性洗剤、アルカリ性洗剤、塩素
　系漂白剤、ベンジン、シンナー、アルコールは使わない
　でください。警報器の表面に傷がついたり、警報器が鳴
　りやまないことがあります。
●警報器を水につけたり、水をかけたりしないでください。
　ショートや感電の恐れがあります。
●警報器の取外し、取付けを行うときや警報器をポリ袋で
　覆うときは、安定した踏み台を使い、十分注意してくだ
　さい。転落・転倒・落下によるけがの恐れがあります。
●設置後、5年 (有効期限 )を過ぎた警報器は、新しい警
　報器とお取替えください。正常に作動しない恐れがあり
　ます。有効期限シールに示しています。
●屋外用ではありませんので、屋外では使用できません。
●停電時は作動しません。また、はじめてお使いの場合や、
　停電後は電源を通じてから約40秒間は作動しません。
　なお約40秒後ランプが点滅する場合がありますが、し
　ばらくするとランプ点灯に変わります。
●警報器は多少温かくなりますが、異常ではありません。
　(通電によりセンサ部を加熱して使用するため )

　注意
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●取付位置を移動させないでください。
　ガス警報の遅れの原因となります。
　取付位置を変える必要が生じたときは、
　ガス事業者にご相談ください。

●警報器の前に物を置いたり、取付けた
　りしないでください。ガス警報の遅れ
　の原因となります。
●警報器の近くでラジオなどを使用しないでください。
　ラジオなどにノイズ (雑音 )が入ることがあります。
　警報器から距離を離してお使いください。

移動禁止

　注意 　
　

●警報器以外の電気製品を同時にご使
用になる場合は、警報器のプラグは
抜かずに、警報器のプラグに付属して
いる予備コンセント（アドオンプラグ）
をご利用ください。ただし、接続でき
る電気製品は1490W以下です。
1490Wを超えると火災発生の恐れ
があります。

●警報器のプラグに付属している予備コ
ンセント（アドオンプラグ）を使用する
ときは、接続する電気製品の電源スイ
ッチを必ず「切（OFF）」にしてから接
続してください。

●警報器のプラグ、他の電気製品のプラ
グは確実に接続してください。プラグ
がコンセントに確実に接続されてい
ないと、プラグ部分が加熱し、焼損す
る場合があります。

●接続した他の電気製品のプラグを抜
く時に、手前にこじって引き抜いたり
しないでください。

　プラグ部が破損する場合があります。

切

入

●警報器のプラグに付属している予備
コンセント(アドオンプラグ)に接続す
るときは、警報器のプラグに大きな力
がかからないようにしてください。プラ
グ部分が外力により破損する場合が
あります(例えば掃除機などの移動し
て使用する電気製品を接続すること
や、頻繁に抜き差しすることはおやめ
ください)。

アドオンプラグ

警報器のアドオンプラグ

　注意
必ず守る

確かめる

禁止

禁止

　8. 予備コンセントの使用方法
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ランプが消灯
している。

電源プラグがコン
セントに差し込ま
れていますか。

電源プラグをコンセント
に差し込んでください。

停電でなければ、警報器
の故障が考えられますの
で、ガス事業者に連絡し
てください。

通電により、センサ部を
加熱しています。
異常ではありません。

ガス事業者に連絡してく
ださい。点検/警報停止ス
イッチを押すと警報ブザ
ーを約36時間止めること
ができます。

それらの機器も点検を受
けてください。

ガス事業者に連絡し、ガ
ス機器の点検を受けてく
ださい。(有償)

ドアや窓を開け、しばら
く換気を続けてください。
ランプや警報ブザーが止
まります。鳴り止まない
場合はガス事業者へ連絡
してください。

ガス事業者に連絡してく
ださい。

ブレーカーを入れてくだ
さい。

電源ブレーカーが
切れていませんか。

停電していません
か。

警報器の故障を知
らせています。

警報器の有効期限
切れを知らせてい
ます。

原因を調べてくだ
さい。
(P7～P８参照)

ガス機器の異常が
考えられます。

ガス機器以外の燃
焼機器の異常が考
えられます。

こんなときはこんなときは

警報器が温か
くなっている。

ランプが速い
点滅となって
いる。

ランプが遅い
点滅となって
いる。

ガスもれでは
ないのに、ラ
ンプが点滅し
たり、警報ブ
ザーが鳴る。

ここを確認して こう処理してください

ー

　9. 異常と思った場合の処置

- 16 -

●この警報器の保証期間は取付日から5年間とし、保証期間中に
　故障が起きた場合には無償で正常作動品と交換いたします。
　ただし、保証書記載の保証の適用除外の項目に該当する場合
　はこの限りではありません。保証書を参照ください。

●保証書にお取付年月日及び販売店名の記入のないものは無効
　となることがありますので、お取付け時にご確認ください。

●保証書は大切に保管してください。

●この警報器の有効期限は、お取付けの5年後です。
　有効期限とは警報器の所定の性能を維持できる期限であり、
　5年を経過したものは、規定の警報濃度でガス警報しないなど
　誤作動の恐れがありますので、新しい警報器とお取替えくださ
　い。
　※有効期限を経過した警報器は、ガス事業者が引き取って適
　　切に処理いたします。
　　ガス事業者にお渡しください。

●作動点検をご希望の場合には、有償にて点検いたします。

●転居する場合は、お買い求めのガス事業者に連絡し、警報器の
　扱いについてご確認ください。

●アフターサービスについて、ご不明の点がありましたら、ガス事
　業者または最寄りの矢崎エナジーシステム株式会社にお問い
　合わせください。

　10. アフターサービスについて
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※爆発は空気とガスの混合割合が一定範囲で起こる可能性
　があります。
　その範囲を爆発限界といい、最高濃度を爆発上限界、最
　低濃度を爆発下限界といいます。

寸法・質量
使用温度範囲 10℃～＋50℃( 結露しないこと )

通電初期警報防止機能
点検モード機能
故障診断機能
鳴り止みタイミングお知らせ機能
有効期限お知らせ機能

付属機能

監視時 約 0.9W( エコマーク商品 )
警報時 約 1.3W消費電力

電源 AC100V　50/60Hz
警報音量 70dB/m以上

外部出力信号
有電圧出力 2 段階有電圧 2線式
監視時 DC6V　警報時 DC12V
電源OFF 時・故障時 0V

応答時間 60秒以内

警報方式
ランプ・ブザー音 (自動復帰式 )
約 25秒後に警報音
「ピッポッピッポッ・・・」の繰り返し

検知方式 接触燃焼式
警報ガス濃度 爆発下限界濃度の 1/4 以下

対象ガス 都市ガス
(空気より軽い 12A・13Aガス用 )

型番 ( 商品名） YF-550( 都市ガス警報器 )
項　目 仕　　様　

●この警報器は都市ガス(空気より軽い12A・13Aガス用)
専用の警報器です。

●都市ガス(空気より軽い12A・13Aガス用)供給区域外で
　はお使いにならないでください。

　注意

　11. 仕様

禁止

禁止

施工される方へ

取付けは、ガス事業者が行いますので、ご自分
で取付けや移動は行なわないでください。

12. 取付位置(取付位置の選定はお客さまとよく相談してから行ってください)
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●都市ガスを検知しようとするガス機器を設
　置している場所と同一の室内に設置してく
　ださい。

　注意

　警告

必ず行う

●都市ガスが滞留しやすい位置で、ランプの
　確認しやすい位置、容易に点検できる場所
　へ取付けてください。

必ず行う

●都市ガスを検知しようとするガス機器 (一
　定位置に固定しないで使用されるガス機器
　の場合は、ガス栓 )から水平距離8m以内、
　天井面から30㎝以内にしてください。

必ず行う

●天井面に接近して取付けると、天井面が黒
　ずむ場合があるので、警報器の底面から天
　井面までの距離が20㎝以上～30㎝以内に
　なるように取付けてください。

●換気口などの空気の吹き出し口から1.5m
　以内には取付けないでください。

必ず行う

●アルコールなどで警報することがあります
　のでレンジフード内やレンジフード本体に
　は取付けないでください。

エアコン
1.5m以上吹き出し口 1.5m以上
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●換気扇、給気口、ドア付近など風通しのよいところ、すきま
風の入るところ

●30cm以上のたれ壁で区切られているところ
●エアコンなどの吹き出し口の近く

次のような取付け方をされていますと、警報の遅
れや誤報、故障などの原因になることがあります。　注意

禁止

床面積は概ね30㎡以下（部屋が正方形なら対角線7.7m以下）
※取付け及び取付位置の移動は最寄りのガス事業者におまか
せください。

ガス栓

床面
ガスコンロ

設置に不適切な範囲
換気口

50㎝
50 ㎝

たれ壁
30 ㎝以上天井面

取付例

20～30cm以内

8m以内

給気口や換気口から 1.5m以上
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●浴室内や水のかかる場所
や水滴のつくところ

●振動、衝撃の激しいところ

●温度が-10℃～50℃の範
囲をこえるところ

●カーテンウォルなどで仕
切られるところ

●屋外

警報が遅れます。
センサ故障の原因になりま
す。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

-10℃

50℃

●燃焼器具などの排気、湯気、
油煙及び調理用アルコール
蒸気が直接かかるところ

●使用時しか電源を入れない
ところ（ビルなどの給湯室
で、夜間電源を切るところ）

センサの寿命が短くなった
り、誤報の原因になります。

禁止 禁止

屋外用ではありません。

警報器としての機能を果た
しません。

感電や電気的故障の原因
になります。

警報器としての機能を果た
しません。誤動作の原因に
なります。
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■取付方法
（１）既築家屋の場合
　●木ネジによる取付け
　　①取付位置を確認してください。(壁面の材質、強度お
　　　よびAC100Vのコンセント位置)
　　②取付板を木ネジ(長さ16mm)で壁面に固定します。
　　③電源コードをコンセントまでの長さにあわせて取出
　　　 します。(最長2.5m)
　　④コードをフックに引っ掛けて固定します。
　　⑤警報器裏面の取付板引掛穴に引っ掛けて取付けます。
　　⑥電源コードを付属のコード振れ止めで処理してくだ
          さい。
　　　 (市販のステップルや釘は使用しないでください。)

《お願い》
・付属品の確認
　部品イラストや図などを参照して、付属品名、個数、用
　途などを確認してください。 
・取付位置の確認
　取付位置の壁面の材質、強度を確認し、土壁、強度の弱
　い合板などには取付けないでください。

13. 取付方法

・コード振れ止め (3コ）
■付属品

・木ネジ (3コ）
  ( コード振れ止め用 )

・コネクタ
  (1 コ )

コードをフッ
クに引っ掛け
て固定する

・木ネジ (2コ）
  ( 取付板固定用 )

・取付板 (1 コ )

上を引っ掛けてから下の突起を押し込む

■別売品
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①警報器の正面下部の端子カバーをはずしてください。
　端子カバーの溝にマイナスドライバーを差し込んでまわす
　と端子カバーははずれます。

②下ケースの切欠き部をニッパー
   やラジオペンチなどで切り欠い
　てください。

③端子カバー内側の端子表示を参照して信号線をプラスドラ
　イバーを使用して結線してください。付属のコネクタを使
   用する場合は下図のように白色 (＋)極、灰色 () 極として
   ください。

14. 外部機器との接続

←

←

灰色

有電圧出力

白色

FG

戸外ブザー /集中監視盤などへ

警報器側端子部

FG線を有するシステム機器の場合に使用
(FG端子付コントローラーなど )

ドライバーー

端子

端子カバー

信号線を出す場合

切欠き部
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※有電圧出力信号は、接続機器(集中監視盤など)の負荷の
　抵抗値が1.2kΩ～50kΩである事が接続の際の必要条件
　です。
　(1台の警報器に対し、戸外ブザーは1台のみ接続可能です。)

接続できる機器
戸外ブザー

集中監視盤

YP-514

AAP018

弊社形式 YB-111

●信号線の接続は確実に行ってください。
●信号端子には極性がありますので注意してください。
●有電圧出力信号 (＋)(-)が逆に接続されている場合、も
　しくは接続機器の負荷抵抗値が適正でない場合は電源投
　入時ランプが早く点滅し、1分毎に「ピッピッピッ」と
　警報ブザーが鳴ります。接続状態、接続機器仕様を確認
　してください。
●外部機器の取付けには専門知識が必要ですのでガス事業
　者にお任せください。
●FG線は大地接地しないでください。
　(電力会社の保安点検に合格しないことがあります。)
　FG線は雷のノイズから機器を守るためのものです。
　ご使用する場合は、接続機器の取扱説明書及び取付説明
　書をご覧ください。
●信号線を使用する場合は、
　弊社BORG(ヴォルグ )ケ
　ーブルをご利用ください。
●信号線の延長距離は900mまで可能です。
　0.8mm以上の単線または0.5mm  以上のより線を使用
　した場合、1500mまで可能です。
●マイコンガスメーターに直接接続しないでください。
　メーターが故障します。

2

　注意

④結線が終了したら、信号線を切欠き部より取出し端子カバ
　ーを付けてください。
　付属のコネクタを使用し接続した場合は、コネクタ部を端
　子カバー内に納めてください。

信号線を端子カバーではさまない様に注意し
てください。　警告
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《お願い》
●都市ガス警報の作動点検時には、ガス採取器 (別売品 )と
　ガスコンロなど検知対象ガスの炎からガスを採取できるも
　のを用意してください。
　従来のアルコールを主成分とした点検ガス及びライター式
　の点検ガスは使用しないでください。センサ異常または鳴
　り止み期間が長くなる可能性があります。

　電源を入れ、約40秒間の通電初期警報防止機能終了から
　3分間を点検モードとし、ガス警報遅延時間25秒を無くし
　て、より点検しやすくしています。
　点検は、この間に実施してください。
　電源を入れてから40秒後にランプが点滅から点灯に変わっ
　た後に点検ガスを注入してください。

点検モード機能

ガス採取器
炎の高さは約5㎝（※）

ガスの吹き出し口に
押し当てる

- 1 -15. 作動点検

〈ガス採取方法〉
①周囲に引火物などが無いことを
　確認してからガスコンロを点火
　し、炎の高さを約5㎝に調整し
　ます。炎が小さいと点検ガスを
　採取しにくくなります。
　※ガスコンロの種類により、炎
　　の高さを5㎝に調整できない
　　(５㎝未満になってしまう )場
　　合は、コンロの火力を最大に
　　してください。

②ガス採取器を圧縮し、先端を炎芯部 (炎の根元部分 )のガ
　ス吹き出し口に押し当てます。

　注意

〈点検のしかた〉　

③約３秒程度かけて、炎の中からガス成分(点検ガス)をゆっ
　くり吸引します。
　終わりましたら速やかにガス採取器を炎から離して、炎
　を消してください。
④ガス採取管の先端は熱くなっているため、そのまま警報
　器に押し当てると警報器のケースを溶かしたり傷がつい
　たりします。
　ガスを採取後、必ず30秒以上冷ましてください。

②ガスが無くなってくると、ランプは点滅から点灯になり、
   ガス警報音が鳴りやみます。 

●長時間加熱すると、ガス採取器が破損することがありま
　すので注意してください。
●炎から出した直後の採取
　管は、先端が非常に熱く
　なっています。絶対に触
　らないでください。

採取管
ガス採取器
（別売品）

先端部分は熱くなるので
ヤケドに注意

ランプ
点灯

ガス採取器

やけどをす
る恐れがあ
ります。
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ランプ
点滅

ピッポッ
ピッポッ

採取したガスは警報器の点検以外には使用し
ないでください。　警告

●次の手順で点検してください。
①ガス採取器の先端を警報器の
　点検口にしっかり押し当てて、
　容器を１回圧縮し、採取した
　ガスをゆっくり (約 3秒程度 )
　注入します。
　ガスを検知するとランプが点滅
　し外部出力電圧 (12V) が出力さ
　れ、約 2秒後 ( 注１）にガス警
　報音「ピッポッピッポッ」が鳴
　ります。(ガス警報 )
注1
点検モード以外では、約25秒
となります。

外部機器と連動した場合の注意点及び点検方法
●外部機器と連動した場合は、外部機器の取扱説明書なら
　びに設置工事説明書 (取付説明書 )に基づいて作動点検を
   実施してください。
●ガス警報器の外部出力(信号端子)は有電圧出力ですので、
　外部機器と連動する場合、誤配線・誤結線に注意してく
　ださい。

①警報点検結果の説明。
②取扱説明書を必ず読んでいただくことと、取扱説明書・
　保証書の保管のお願い。
③取扱説明書に基づく主要な機能の説明と確認。
　1.ガス警報の内容(ランプ点滅、警報音の確認)と、警報時
      にとるべき措置の説明。
　2.部屋の外から警報音に気づいたときにとるべき措置に
　　ついて。
　3.誤報が発生する場合。
　4.警報器に異常が発生した場合(ランプの速い点滅)にとる
　　べき措置の説明。
④定期点検の説明と必ず実施いただくことのお願い。

お客さまへの説明事項

●お客さまに次の事項をご説明のうえ、ご理解を得てくだ
　さい。
①保証期間5年。
②警報器の有効期限をお知らせする。
　(本体に貼付の有効期限シールに表示)
③保証書を必ず読んで内容を理解した上で取扱っていただ
　く。
④警報器の移設禁止。
　(移設依頼時の連絡先)
⑤警報器の分解禁止。
⑥引越時の処置。
⑦故障・異常時の連絡先。

お客さまへの周知事項

　16. お客さまへの説明について
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警報が遅れたり検知できない
ことがあります。
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注意
①天井近くの回縁などに取付ける場合は、取
　付板の上端2ヶ所の穴を木ネジで固定して
　ください。
②壁面がコンクリートの場合には、振動ドリ
　ルでドリリングのうえカールプラグ(市販
　品)を打ち込んで、付属の木ネジ(長さ16m
　m)で取付板を固定してください。
（２）コンジット配線の場合
   ●1個用スイッチボックス(JIS C8336)への取付け。     
      ①信号線用とAC100V用の1個用スイッチボックスを
　　　 設置しておきます。　
      ②取付板をM4皿ビス(市販品)を使用して図のように　
　　   取付けます。
      ③警報器を取付板に取付けてください。　

（３）更新取付など図のような従来の取付板に取付ける場合
　　　警報器裏面の引っ掛け部を、取付板に引っ掛けて、
　　　取付板の凸部を警報器の位置決め穴に合うように取付
　　　けます。

●配線方法
　(1)電気設備技術基準及び内線規程により電
       源コードは、ステップルや釘などで固定し
       ないでください。
　(2)電線の上に重いものを置かないでください。   

禁止

　注意

天井

壁

ボックス
(信号線用 )

警報器
取付板

コンセント

ボックス
(ＡC100V用 )

コネクタ
( 外部機器と
  の接続用 )

1 個用スイッチ
ボックス
(JIS C8336)

M4皿ビス
( 市販品 )

取付けピッチ
83.5mm

取付板

凸部
位置決め穴

回縁

　

たれ壁、はりなど

30㎝以上

警報器換気扇

点検方法

電源ON

ランプ1回or
2回点灯 ランプ点滅

40秒 3分

5秒 35秒

点検モード

ランプ
点灯


